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　暮らしに欠かせない「水」。本市はこれまで、老朽施設の更新や耐震化に取り組みながら、安定した給水を続
けてきました。しかし、南海トラフ巨大地震などの災害への備えや、資材・人件費の高騰、施設の老朽化が進む中、
現行の料金体系では必要な整備の継続が難しくなっています。今回、44年ぶりに水道料金を改定させていただ
きますが、県内９市の中で最も安い料金体系は維持いたします。ご理解のほどよろしくお願いいたします。
 ◎問い合わせ　上下水道局総務課　☎23-4810

◉ 今後とも水道施設の耐震化などをしっかりと進める上で、持続可能な
経営基盤の確立が大前提。

◉ 上下水道料金等審議会から「令和８年４月検針分からの平均改定率
14.95％の料金改定は適当」との答申を受領。

◉ 審議会からの答申を踏まえ、水道料金の改定案（平均改定率14.95％）
を令和７年６月市議会に提案し、可決いただく。

◉ 昭和57年以来44年ぶりの改定。改定後も引き続き県内９市の中で最低料金。

能登半島地震で破損した珠洲市の送水管（日本水
道協会提供）。水道施設の被災により、広範囲で
断水が発生したと報告されている。

※下水道使用料は変更ありません

水道料金を
令和８年４月検針分から
改定させていただきます

改定のポイント

耐震化などを進め、安全・安心な水を届けるため
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老朽化した施設を統廃合し、新たに完成した山田配水池。安全で安定し
た水道供給を支えている。

※東京都の生活用水実態調査平均使用水量を引用
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（税込）
改定後料金
（税込） 影響額

１人 ８㎥ 759円 851 円 92円

２人 14㎥ 1,551 円 1,775 円 224円

３人 19㎥ 2,211 円 2,545 円 334円

４人 23㎥ 2,838 円 3,293 円 455円

県内９市１カ月分の水道料金比較（20㎥・口径13㎜の場合）※R７.８.１時点

料金改定による一般家庭への１カ月分の影響額
（口径13㎜の場合）
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